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１
いち

．安息日午後
あんそくにちごご

 

今週
こんしゅう

の暗唱
あんしょう

聖句
せいく

を読
よ

みましょう。イエスさまの言
こと

葉
ば

です。 

そして更
さら

に言
い

われた。「安息
あんそく

日
にち

は、人
ひと

のために定
さだ

められた。人
ひと

が安息
あんそく

日
にち

のためにあるのではない。だから、人
ひと

の子
こ

は安息
あんそく

日
にち

の主
しゅ

でもある。」（マルコ福音書
ふくいんしょ

２章
にしょう

２ ７
にじゅうなな

、２ ８ 節
にじゅうはっせつ

、口
こう

語
ご

訳
やく

） 

今週
こんしゅう

の聖書
せいしょ

研究
けんきゅう

ガイドのタイトルは「論争
ろんそう

」です。論争
ろんそう

とは言
い

い争
あらそ

うことです。いろいろな人
ひと

たちがイエ

スさまに論争
ろんそう

をしてきました。そしてイエスさまは、論争
ろんそう

に必
かなら

ず勝
か

ちま

した。イエスさまは論争
ろんそう

に勝
か

つことで、大切
たいせつ

なことを人々
ひとびと

に教
おし

えようと

しました。たとえば今週
こんしゅう

の暗唱
あんしょう

聖句
せいく

、マルコ福音書
ふくいんしょ

２章
にしょう

２ ８ 節
にじゅうはっせつ

で

は、「人
ひと

の子
こ

は安息
あんそく

日
にち

の主
しゅ

でもある」とイエスさまは教
おし

えてくださいまし

た。「神
かみ

さまによって定
さだ

められた安息
あんそく

日
にち

をわたしは祝福
しゅくふく

しています」と、

イエスさまは教
おし

えてくださったのです。 

 

２
に

．日曜日
にちようび

：中風
ちゅうぶう

の人
ひと

をいやす 

マルコ福音書
ふくいんしょ

２章
にしょう

１
いち

～１２節
じゅうにせつ

には、中風
ちゅうぶう

の患者
かんじゃ

をイエスさまがいやした話
はなし

が書
か

いてあります。中風
ちゅうぶう

とは、

脳
のう

卒中
そっちゅう

の後遺症
こういしょう

で身体
からだ

が自由
じゆう

に動
うご

かなくなった症 状
しょうじょう

のことです。 

歩
ある

くことができない中風
ちゅうぶう

の患者
かんじゃ

を、４人
よにん

の男
おとこ

がイエスさまのところに連
つ

れてきました。 

中風
ちゅうぶう

の患者
かんじゃ

に、イエスさまは、「あなたの罪
つみ

は赦
ゆる

される」と言
い

われました。人
ひと

の罪
つみ

を赦
ゆる

すことができるのは、

神
かみ

さまだけです。イエスさまが「あなたの罪
つみ

は赦
ゆる

される」と言
い

われた

のを聞
き

いていた律法
りっぽう

学者
がくしゃ

たちは、「イエスは何者
なにもの

なのか？」と考
かんが

え

ました。そしてイエスさまは、自分
じぶん

は罪
つみ

を赦
ゆる

すことができる神
かみ

である

と律法
りっぽう

学者
がくしゃ

や他
ほか

の人
ひと

たちに教
おし

えるため、中風
ちゅうぶう

の患者
かんじゃ

に、「起
お

き上
あ

がり、床
とこ

を担
かつ

いで家
いえ

に帰
かえ

りなさい」と言
い

われました。イエスさまに

よって、中風
ちゅうぶう

だった人
ひと

は歩
ある

くようになりました。 

中風
ちゅうぶう

の人
ひと

を歩
ある

かせたことは、イエスさまが神
かみ

である証拠
しょうこ

です。罪
つみ

を赦
ゆる

すことができる神
かみ

である証拠
しょうこ

として、

イエスさまは中風
ちゅうぶう

の人
にん

をいやして、歩
ある

けるようにしたのです。 



３
さん

．月曜日
げつようび

：レビの召
め

しと断食
だんじき

に関
かん

する質問
しつもん

 

マルコ福音書
ふくいんしょ

２章
にしょう

１７節
じゅうななせつ

の、イエスさまの言葉
ことば

を読
よ

みましょう。 

イエスはこれを聞
き

いて言
い

われた。「医者
いしゃ

を必要
ひつよう

とするのは、丈夫
じょうぶ

な人
ひと

ではな

く病人
びょうにん

である。わたしが来
き

たのは、正
ただ

しい人
ひと

を招
まね

くためではなく、罪人
つみびと

を招
まね

くためである。」 

体
からだ

の調子
ちょうし

が悪
わる

いなと感
かん

じたら、私
わたし

たちは医者
いしゃ

に診
み

てもらうために

病院
びょういん

に行
い

きますね。そして私
わたし

たちは、自分
じぶん

の罪
つみ

に気
き

がついたら、罪
つみ

をゆるし

てもらうために、イエスさまにお祈
いの

りしましょう。 

 

４
よん

．火曜日
かようび

：安息
あんそく

日
にち

の主
しゅ

 

マルコ福音書
ふくいんしょ

２章
にしょう

２ ７ 節
にじゅうななせつ

の、イエスさまの言葉
ことば

を読
よ

みましょう。 

そして更
さら

に言
い

われた。「安息
あんそく

日
び

は、人
ひと

のために定
さだ

められた。人
ひと

が安息
あんそく

日
び

のためにあるのではない。」 

安息
あんそく

日
にち

は、私
わたし

たち人間
にんげん

が救
すく

われて、幸
しあわ

せになるために、神
かみ

さまが定
さだ

めてくださった日
ひ

です。私
わたし

たち人間
にんげん

のために、他
ほか

の曜
よう

日
び

にも神
かみ

さまは良
よ

いことをしてくださいますが、特
とく

に安息
あんそく

日
にち

に

は、もっと良
よ

いことを神
かみ

さまはしてくださいます。他
ほか

の人
ひと

たちが

救
すく

われて幸
しあわ

せになるために、私
わたし

たちも他
ほか

の人
ひと

たちのために良
よ

い

ことをしましょう。 

 

５
ご

．水曜日
すいようび

：サンドイッチ物語
ものがたり

（その１
いち

） 

今日
きょう

と明日
あした

のタイトルは「サンドイッチ物語
ものがたり

」です。サンドイッチは、パンとパンの間
あいだ

に野菜
やさい

などがはさんで

ある食
た

べ物
もの

ですね。マルコ福音書
ふくいんしょ

３章
さんしょう

は、２０
にじゅう

、２ １ 節
にじゅういっせつ

がイエ

スさまの家族
かぞく

の話
はなし

、３ １
さんじゅういち

～３ ５ 節
さんじゅうごせつ

も家族
かぞく

の話
はなし

、２２節
にじゅうにせつ

～

３０節
さんじゅっせつ

には律法
りっぽう

学者
がくしゃ

たちとの論争
ろんそう

が書
か

いてあります。家族
かぞく

の話
わ

と

家族
かぞく

の話
はなし

の間
あいだ

に論争
ろんそう

がはさんであるのは、パンとパンの間
あいだ

に野菜
やさい

などがはさんであるのと似
に

ています。だから、マルコ福音書
ふくいんしょ

２０
にじゅう

～

３ ５ 節
さんじゅうごせつ

は「サンドイッチ物語
ものがたり

」と呼
よ

ばれます。 

マルコ福音書
ふくいんしょ

３章
さんしょう

２ ９ 節
にじゅうきゅうせつ

の、イエスさまの言葉
ことば

を読
よ

みましょう。 

「しかし、聖霊
せいれい

を冒瀆
ぼうとく

する者
もの

は永遠
えいえん

に赦
ゆる

されず、永遠
えいえん

に罪
つみ

の責
せ

めを負
お

う。」 

律法
りっぽう

学者
がくしゃ

たちとの論争
ろんそう

では、必
かなら

ずイエスさまが勝
か

ちました。律法
りっぽう

学者
がくしゃ

たちはいつも負
ま

けていました。負
ま

けて

も反省
はんせい

しないで、律法
りっぽう

学者
がくしゃ

たちは悔
く

い改
あらた

めようとしませんでした。神
かみ

さまの聖霊
せいれい

が律法
りっぽう

学者
がくしゃ

たちの心
こころ

を動
うご

か

して「反省
はんせい

しなさい、悔
く

い改
あらた

めなさい」と言
い

っても、律法
りっぽう

学者
がくしゃ

たちは反省
はんせい

しようとしませんでした。心
こころ

を動
うご

か



す聖霊
せいれい

を律法
りっぽう

学者
がくしゃ

たちが無視
む し

するので、イエスさまは律法
りっぽう

学者
がくしゃ

たちのことを、「聖霊
せいれい

を冒瀆
ぼうとく

している（聖霊
せいれい

を無視
む し

すること）」と警告
けいこく

しました。 

聖霊
せいれい

によって私
わたし

たちの心
こころ

が動
うご

くとき、私
わたし

たちは、もっと神
かみ

さまにお祈
いの

りするようにしましょう。 

 

６
ろく

．木曜日
もくようび

：サンドイッチ物語
ものがたり

（その２
に

） 

マルコ福音書
ふくいんしょ

３章
さんしょう

２ １ 節
にじゅういっせつ

を読
よ

みましょう。 

身内
みうち

の人
ひと

たちはイエスのことを聞
き

いて取
と

り押
お

さえに来
き

た。「あの男
おとこ

は気
き

が変
へん

になっている」と言
い

われていたから

である。 

身
み

内
うち

とは、家族
かぞく

のことです。取
と

り押
お

さえるとは、無理
む り

やり捕
つか

まえることです。イエスさまの家族
かぞく

が、イエスさまを

無理
む り

やり捕
つか

まえに来
き

ました。どうしてでしょうか。「あの男
おとこ

は気
き

が変
へん

になっている」と、律法
りっぽう

学者
がくしゃ

たちがイエスさ

まのことで悪口
わるくち

を言
い

ったので、家族
かぞく

はビックリして、イエスさまのことが心配
しんぱい

になったからです。 

律法
りっぽう

学者
がくしゃ

たちが言
い

った悪口
わるぐち

は、本当
ほんとう

のことではなく、間違
まちが

ったこ

とでした。いつも論争
ろんそう

に負
ま

けている律法
りっぽう

学者
がくしゃ

たちが、今度
こんど

は論争
ろんそう

で

はなく、間違
まちが

った悪口
わるぐち

を言
い

って、イエスさまの仕事
しごと

を妨
ぼう

害
がい

しようとし

たのです。 

だれかの悪口
わるぐち

を知
し

っても、ビックリしないようにしましょう。知
し

ら

された悪口
わるぐち

が本当
ほんとう

のことか間違
まちが

ったことかを、よく確
たし

かめるようにし

ましょう。神
かみ

さまの仕事
しごと

を妨
ぼう

害
がい

されないため、落
お

ち着
つ

いて対応
たいおう

しまし

ょう。 

 

７
なな

．金曜日
きんようび

：さらなる研究
けんきゅう

 

マルコ福音書
ふくいんしょ

３章
さんしょう

３ １
さんじゅういち

～３ ５ 節
さんじゅうごせつ

を読
よ

みましょう。 

イエスの母
はは

と兄弟
きょうだい

たちが来
き

て外
そと

に立
た

ち、人
ひと

をやってイエスを呼
よ

ばせた。大勢
おおぜい

の人
ひと

が、イエスの周
まわ

りに座
すわ

って

いた。「御覧
ごらん

なさい。母上
ははうえ

と兄弟
きょうだい

姉妹
しまい

がたが外
そと

であなたを捜
さが

しておられます」と知
し

らされると、イエスは、「わたし

の母
はは

、わたしの兄弟
きょうだい

とはだれか」と答
こた

え、周
まわ

りに座
すわ

っている人々
ひとびと

を見回
みまわ

して言
い

われた。「見
み

なさい。ここにわたし

の母
はは

、わたしの兄弟
きょうだい

がいる。神
かみ

の御心
みこころ

を行
おこな

う人
ひと

こそ、わ

たしの兄弟
きょうだい

、姉妹
しまい

、また母
はは

なのだ。」 

数年前に見たビデオの場面で、イエスさまは弟子たちに、

※洞窟の中で話をしていました。イエスさまが話している途中

で、イエスさまの家族が、イエスさまのことを心配して、洞

窟の外まで来ました。イエスさまはニコニコ笑顔で、弟子た

ちを見回して、手を伸ばして言われました。「見なさい。ここ

にわたしの母、わたしの兄弟がいる。神の御心を行う人こそ、



わたしの兄弟、姉妹、また母なのだ」と。それからイエスさまはニコニコ笑顔で、洞窟の外にいる家族に会うために、

洞窟の中から外へと出て行かれたのです。 

数年前に見たビデオの洞窟の場面が、私は好きです。イエスさまは弟子たちが大好きです。そしてイエスさまは、

家族が大好きです。弟子たちのことも家族のことも、同じように大切になさるイエスさまなのです。今でもイエスさ

まは、教会の人たちが大好きです。そしてイエスさまは、あなたの家族で今はまだ教会に来ていない人たちのことも、

大好です、教会と家族の、両方を大切にしましょう。 

※洞窟：地中にある、人間が通ることができる大きさの穴のこと 


